
学校名（　　熊野町立熊野第一小学校　　）
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○授業スタンダードを活用
し，協慟的な学びと振り返り
を充実させた授業を行う。

○自ら進んで気持ちの良い
あいさつができるように，あ
いさつ運動やあいさつ名人
への取組を行う。

○自分の伸びが分かる縄跳
びカードを活用し，縄跳び運
動を推奨する。

○定期的な学校だよりの発
行とタイムリーなHPの更新
を行う。

○保護者・地域の方をゲス
トティーチャーとして招き，共
に活動する場を設定する。

・コロナ禍で大変な中，情
報機器等を使い保護者
などに子供たちの様子を
発信し続けたことはすば
らしい。
・HPはよく見させてもらう
が，いつも更新されてい
てとても楽しみである。
・学校に行くことがなかっ
たので残念だった。今年
は「筆祭り」で一緒に踊り
たい。
・子供たちに会った折に
は，元気な返事をもらっ
た。そんな積み重ねをし
ながら，子供たちを見守
りたい。
・それぞれの子供がたち
が生まれ育った熊野町
の歴史・文化・風景を先
生・友達と一緒に勉強す
ることによって記憶に刻
まれる思う。

・学校の様子を直
接みていただく機
会が減っているの
で，学校だよりや
HPを工夫して発信
していく。ICT機器
を活用し，動画の
配信等も工夫して
いく。
・感染症対策をしな
がら，地域の方を
招き，共に活動す
る場を設定する。

・今年度は１回しか参
観日を実施すること
ができなかったため，
感染症対策をしなが
ら参観日を増やすとと
もに，ICT機器を活用
し，動画の配信等の
工夫を行う。
・授業・行事・日常生
活などにおいて，地域
の方を招いてやりた
いことはどんなことか
を具体的に決め，共
に活動する場を設定
する。
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・児童の様子を伝えた
り，行事の変更を早めに
伝えたりするなど内容を
工夫して学校だよりを発
行した。HPの更新は週
に１回のペースで行い，
アクセス数は安定して伸
びている。
・保護者への意識調査
の肯定的評価は，さらに
高くなった。保護者の
様々な思いや願いを全
職員で共有しながら改
善できることはないか工
夫を続けている。

8 0 0

・自分の成長に気付く力
を育成する教育はすばら
しいと思いますが，常に
自分の成長を振り返るこ
とは大変難しいと思う。
・児童のアンケートはあく
まで主観的なものなの
で，これにプラス客観的
に評価できるものがあれ
ば説得力があると思う。
・「次はこうしたいという意
欲的な振り返りが多く
なってきた」と自己評価に
あることは大変喜ばし
い。
・学校内外で自分の活動
を「振り返り反省→対策
→再度のチャレンジ」の
サイクル活動を，「学習
反省」と「縄跳び」更に
「挨拶運動」に特化した
『学校教育目標』は正解
と考える。
・子供たちの挨拶等を見
ると，よくできており，他
のことも適正と思う。

・しっかりと時間を
かけて振り返りを
行う場を設定する。
やりとりをするなど
振り返りが協働的
な場になるようにす
る工夫やＩＣＴの活
用を有効的に行う。
・あいさつ名人など
の取組を学校全体
へ広げる。
・縄跳び運動推進
のため継続的に声
かけを行い，新しい
技の紹介や頑張り
を評価し，成長に
気付けるようにす
る。

・振り返りの充実，学び
を深める交流の充実等
を図り，仲間と協働する
学びをめざす。地域教
材・地域人材の活用を
し，ふるさと教育を推進
する。
・校内や校外で，自ら進
んで気持ちの良い挨拶
ができる児童をめざす。
ふるさとを愛する心やコ
ミュニケーションへつな
がる心を育てる。
・外遊びの推奨等により
日常的な運動習慣の定
着を図る。筆踊り・熊野
音頭の体験や町探検を
取り入れるなど，ふるさ
との伝統を体験できる機
会を増やす。
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教職員，児童，保護
者，地域が強い絆で
結ばれた学校を創造
する。

教職員と保護者，
地域が協慟して児
童を守り育てる学
校を創造する。

・HPの閲覧カウン
ターの月平均

・保護者，地域への
意識調査の肯定的評
価の割合
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117.5 A

・授業だけでなく，学校
生活の様々な場面で振
り返りが定着している。
自分自身を見つめる力
が付いてきて，次はこう
したいという意欲的な振
り返りが多くなってきた。
・児童自らあいさつ運動
に参加して意識付けを
し，ステップアップした取
組を行った結果，進んで
挨拶ができる児童が増
えた。
・縄跳びに年間を通して
取り組み，縄跳びカード
の工夫により，自らの成
長に気付くことができ
た。しかし，コロナ禍にお
いて，運動量の確保が
難しい面があった。
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自分の成長に気付く
力を育成する。

今の自分を振り返
り，学んだことやで
きるようになったこ
とを，学習や生活
に生かそうとする態
度を育てる。

・児童の学習内容に
対する振り返りの分
析・振り返りの質の向
上

・児童への意識調査
の肯定的評価の割合

80％

(7月)
88％

(２月)
94％

n改善方策

ｃ
中期経営目標

　（３年後を見据えて）

ｄ
短期経営目標
　　（今年度）

e
目標達成のための方策

ｆ
評価項目・指標

ｇ
目標値

i＝h/g
達成
度

ｊ評価
A～Ｄ
４段階
評価

ｋ結果と課題の説明
（短期経営目標につ
いての評価結果）

Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）<１００

Ｃ：６０≦（もう少し）<８０
Ｄ：（できていない）<６０

令和３年度　学校評価表（　計画　・　中間　・　最終）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　５月末　・　１１月末　・　３月初旬　】

a
学校教育目標

成長の実感
ｂ

経営理念
ミッション・ビジョン

教職員，児童，保護者，地域が強い絆で結ばれた熊一小学校文化の共創

評価計画（５月末提出） 自己評価 学校運営協議会委員による評価

今の自分から

コミュニティス
クールにおける
取組の
充実


